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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第２四半期連結
累計期間

第35期
第２四半期連結
累計期間

第34期
第２四半期連結
会計期間

第35期
第２四半期連結
会計期間

第34期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

営業収益（千円） 16,046,91515,798,4269,369,5639,284,42735,411,179

経常利益又は経常損失（△）　（千

円）
△297,085△416,3091,194,5361,035,4402,207,959

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失（△）（千円）
△322,312△401,539 684,613 611,6041,522,935

純資産額（千円） － － 7,407,8637,470,5148,671,428

総資産額（千円） － － 31,963,07731,848,25835,209,455

１株当たり純資産額（円） － － 750.97 776.18 893.68

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

△32.64 △41.58 69.71 63.47 155.49

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）

－

　（注２）

－

　（注２）

－

　（注３）

－

　（注３）

－

　（注３）

自己資本比率（％） － － 23.0 23.5 24.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,405,185△20,555 － － 3,845,732

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,862,642△1,561,678 － － △3,526,809

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,260,874△754,738 － － △2,310,236

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,357,6543,543,7905,894,884

従業員数（人） － － 1,122 1,095 1,051

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第34期及び第35期の第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１

株当たり四半期純損失であり、また、潜在調整株式が存在しないため記載しておりません。

３．第34期、第35期の第２四半期連結会計期間及び第34期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金

額については、潜在株式がないため記載しておりません。

４．営業収益には、子会社１社の消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりますが、

親会社及び他の子会社の消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,095(3,405)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 434(1,746)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社グループは、生徒に対して授業を行うことを主な業務としておりますので、生産能力として表示すべき適当な

指標はありません。

(2）受注状況

　該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業の部門別の名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期

金額（千円）　 （％）　

東進ハイスクール 3,191,987 102.8

　うち現役高校生部門 3,065,074 103.7

　うち本科高卒生部門 126,912 86.1

東進衛星予備校 1,397,829 97.3

四谷大塚 2,309,758 98.3

東進ビジネススクール 47,448 70.1

小・中学生部門 272,415 92.6

　うち東進スクール 72,519 95.3

　うち育英舎 119,746 91.4

　うち東進四国 80,149 92.1

イトマンスイミングスクール 1,546,185 96.7

出版事業 165,827 129.5

ナガセピーシースクール 307,365 98.9

その他 45,609 55.9

合計 9,284,427 99.1

　（注）　販売実績の「その他」部門の金額には子会社１社の消費税等が含まれておりますが、他の部門別には消費税等は

含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、事業等のリスクに重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な景気後退を背景とした企業業績の悪化に伴う雇用不安

や所得水準の低下などから個人消費が冷え込み、低調に推移いたしました。

　当業界においては、厳しい経済情勢の中ではありますが、ゆとり教育の見直しが具体的な動きとなって国民の関心が

高まるとともに、民間教育への期待も大きくなっています。

　その一方で、生徒、父母にとって必要な教育サービスや、それを提供する教育機関に対する選別が進むなど、教育界を

取り巻く環境はこれまで以上に厳しさを増しております。

　こうしたなか、当社グループでは、主要部門である東進ハイスクール、東進衛星予備校、四谷大塚、イトマンスイミン

グスクールを中心に、「社会に貢献する人財の育成」を一貫した教育理念として、提供するコンテンツの充実や受講

環境の整備など、「知育、体育、徳育」を総合的に行える体制の構築に取り組んでまいりました。

　当第２四半期連結会計期間においては、家計の引き締めと新型インフルエンザの流行というマイナス要因を抱えな

がらも、適切な対応をとることで、影響を最小限に止めております。

　また、大学受験部門で、受講内容の習得を確認後、次回に進む「確実に学習させる指導」を厳格に行うなど、学力を伸

ばすための施策を強化し、業績は堅調に推移しました。

　さらに、新規事業の四谷大塚NET、東進中学NET事業ではコンテンツの充実を進めておりますが、売上面での寄与は遅

れることになりました。新規校舎の開設については、東進ハイスクールおよび四谷大塚で、優良物件の確保を優先した

ため、当初の予定を見直しました。

　また、費用面では既存部門の体制整備を前倒し、東進ハイスクール部門でパソコン導入費用94百万円を一括処理する

など、受講環境のIT化を進めたほか、人件費205百万円を投入し、担任指導強化を図りました。一方で、新規事業である

東進中学NETの教材開発や、こども英語塾本部、国際事業本部の設置など、将来に向けて積極的な施策を進めておりま

す。

　さらに、当社グループの営業基盤を強化するため、中長期的な視野に立って引き続きテレビCMなどのブランディング

広告を展開、インターネットの活用など手法の見直しと併せて、企業イメージの浸透を図りました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は、9,284百万円（前年同期比△0.9％）、営業利益1,130百万円（前年

同期比△14.0％）、経常利益1,035百万円（前年同期比△13.3％）、当四半期純利益611百万円（前年同期比△10.7）

となりました。

　なお、当社グループでは、営業収入の計上が生徒募集期に当たる第３、第４四半期に集中するため、例年、第１四半期

から第２四半期にかけては、費用計上が先行する傾向にあります。

（２）財政状態

　第２四半期末の総資産は31,848百万円で、前連結会計年度末と比較して3,361百万円の減少となりました。これは主

に現金及び預金2,351百万円、受取手形及び売掛金887百万円、のれん502百万円の減少などによるものであります。負

債の部は24,377百万円で前連結会計年度末と比較して2,160百万円の減少となりました。これは主に、短期借入金が

1,297百万円増加いたしましたが、預り金1,339百万円、長期借入金996百万円および前受金691百万円減少したことな

どによるものであります。

　純資産の部は7,470百万円で、配当金の支払い774百万円、当第２四半期累計期間の純損失401百万円などによるもの

であります。

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,543百万円となり、前年同四半期連

結会計期間と比べ、186百万円増加いたしました。

　当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは871百万円の収入となり、前年同四半期連

結会計期間と比べ792百万円増加しております。当四半期会計期間の主な異動は、税金等調整前四半期純利益1,248百

万円、減価償却費490百万円、のれん償却額251百万円を計上する一方、売上債権の減少338百万円、前受金の減少1,205

百万円、仕入債務の減少447百万円となったことによるものです。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、977百万円の支出となり、前年同四半期連結会計期間と比べ、250百万円減少

しております。当四半期会計期間の主な異動は、有形、無形固定資産および長期前払費用の取得924百万円などによる

ものです。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、359百万円の収入となり、前年同四半期連結会計期間と比べ、7百万円減少し

ております。当四半期会計期間の主な異動は、短期借入金の純増額1,265百万円、長期借入金の借入200百万円があった

一方、長期借入金返済932百万円、社債の償還50百万円、自己株式の取得45百万円、配当金の支払45百万円などによるも

のです。

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

（５）研究開発活動

　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　特に記載すべき事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,000,000

計 37,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,148,409 10,148,409ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株　

計 10,148,409 10,148,409 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日

 

－ 10,148,409 － 2,138,138 － 534,534
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社昭学社 東京都杉並区浜田山四丁目25番５-306 2,751 27.10

永瀬　昭幸 東京都杉並区 2,362 23.28

永瀬　昭典 東京都練馬区 1,161 11.44

有限会社ナップル 東京都練馬区石神井台三丁目９番21号 911 8.97

丸武産業有限会社 東京都新宿区西新宿八丁目５番５号　 498 4.90

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目５番５号 469 4.62

黒田　敏夫 東京都目黒区　 182 1.79

中央三井信託銀行株式会社 東京都港区芝三丁目33番１号 86 0.84

ナガセ従業員持株会
東京都武蔵野市吉祥寺南町一丁目29番２号

　
83 0.81

永瀬　照久 東京都杉並区 52 0.51

計 － 8,556 84.31

　（注）１．当社の自己株式（523千株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合5.16％）は、上記の表から除いており

ます。

２．株式会社みずほ銀行の株式には、株式会社みずほ銀行が退職給付信託の信託財産として拠出している当社株

式468千株（持株比率4.61％）を含んでおります。（株主名簿上の名義は、「みずほ信託銀行退職給付信託

（みずほ銀行口）再信託受託者資産管理サービス信託銀行」であります。）
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式　　523,000　　

 
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式　9,572,000　

 
9,572 －

単元未満株式
普通株式　　 53,409

 
－ －

発行済株式総数 10,148,409 － －

総株主の議決権 － 9,572 －

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ナガセ
東京都武蔵野市吉祥寺南

町一丁目29番２号
523,000 － 523,000 5.16

計 － 523,000 － 523,000 5.16

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 2,560 2,550 2,520 2,520 2,520 2,600

最低（円） 2,520 2,400 2,350 2,520 2,400 2,470

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,679,867 7,030,945

受取手形及び売掛金 1,339,264 2,226,273

商品及び製品 343,442 339,221

その他のたな卸資産 ※1
 148,272

※1
 132,702

前払費用 907,761 822,285

繰延税金資産 568,641 362,450

その他 545,490 1,101,569

貸倒引当金 △56,608 △69,998

流動資産合計 8,476,131 11,945,449

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,922,877 4,629,544

工具、器具及び備品（純額） 827,518 707,995

土地 ※3
 3,882,420 3,702,343

リース資産（純額） 78,287 99,779

建設仮勘定 ※3
 353,979 195,462

その他（純額） 100,482 96,324

有形固定資産合計 ※2
 10,165,565

※2
 9,431,448

無形固定資産

のれん 2,709,847 3,212,809

その他 2,292,824 2,746,444

無形固定資産合計 5,002,671 5,959,254

投資その他の資産

投資有価証券 1,961,772 1,700,734

長期貸付金 310,992 281,632

長期前払費用 471,827 297,192

敷金及び保証金 4,472,876 4,464,904

繰延税金資産 675,744 825,466

その他 420,266 415,485

貸倒引当金 △109,590 △112,114

投資その他の資産合計 8,203,888 7,873,302

固定資産合計 23,372,126 23,264,006

資産合計 31,848,258 35,209,455
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 276,904 374,842

短期借入金 7,423,480 6,125,622

未払金 1,769,572 2,163,610

未払法人税等 357,582 222,787

前受金 1,686,243 2,377,372

賞与引当金 497,702 477,920

役員賞与引当金 17,705 34,816

返品調整引当金 45,647 47,791

預り金 568,557 1,908,348

その他 872,529 1,010,920

流動負債合計 13,515,925 14,744,034

固定負債

社債 1,810,000 1,880,000

長期借入金 6,665,044 7,661,196

退職給付引当金 1,289,265 1,279,715

役員退職慰労引当金 594,980 578,470

その他 502,528 394,610

固定負債合計 10,861,818 11,793,992

負債合計 24,377,743 26,538,026

純資産の部

株主資本

資本金 2,138,138 2,138,138

資本剰余金 2,141,151 2,141,151

利益剰余金 4,484,039 5,660,215

自己株式 △1,166,242 △1,019,602

株主資本合計 7,597,087 8,919,903

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △112,579 △266,474

為替換算調整勘定 △13,993 －

評価・換算差額等合計 △126,573 △266,474

少数株主持分 － 17,999

純資産合計 7,470,514 8,671,428

負債純資産合計 31,848,258 35,209,455
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業収益 16,046,915 15,798,426

営業原価 11,749,953 11,694,672

営業総利益 4,296,962 4,103,753

販売費及び一般管理費 ※1
 4,391,891

※1
 4,380,888

営業損失（△） △94,929 △277,135

営業外収益

受取利息 16,557 16,807

受取配当金 33,495 38,527

受取賃貸料 27,607 27,755

債務勘定整理益 25,493 －

その他 32,794 45,581

営業外収益合計 135,947 128,672

営業外費用

支払利息 162,871 143,449

たな卸資産廃棄損 63,030 44,580

その他 112,201 79,816

営業外費用合計 338,104 267,847

経常損失（△） △297,085 △416,309

特別利益

貸倒引当金戻入額 9,275 13,295

固定資産売却益 － 97,007

返品調整引当金戻入額 4,774 2,143

移転補償金 45,000 123,925

その他 2,746 1,876

特別利益合計 61,796 238,248

特別損失

固定資産処分損 39,926 16,244

投資有価証券評価損 31,159 －

減損損失 － 3,476

リース会計基準の適用に伴う影響額 13,930 －

その他 21,085 29,763

特別損失合計 106,101 49,484

税金等調整前四半期純損失（△） △341,391 △227,545

法人税、住民税及び事業税 204,649 354,683

過年度法人税等 32,121 －

法人税等調整額 △256,091 △162,690

法人税等合計 △19,320 191,993

少数株主利益又は少数株主損失（△） 241 △17,999

四半期純損失（△） △322,312 △401,539
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

営業収益 9,369,563 9,284,427

営業原価 6,052,862 6,029,326

営業総利益 3,316,700 3,255,100

販売費及び一般管理費 ※1
 2,002,804

※1
 2,124,791

営業利益 1,313,896 1,130,309

営業外収益

受取利息 11,564 8,131

受取配当金 3,941 2,252

受取賃貸料 12,547 13,880

債務勘定整理益 25,493 －

その他 13,980 25,567

営業外収益合計 67,528 49,831

営業外費用

支払利息 78,954 72,754

たな卸資産廃棄損 55,577 44,527

その他 52,355 27,419

営業外費用合計 186,887 144,700

経常利益 1,194,536 1,035,440

特別利益

投資有価証券売却益 500 －

固定資産売却益 － 97,007

返品調整引当金戻入額 4,774 －

商品評価損戻入額 4,626 －

移転補償金 － 123,925

その他 － 3,755

特別利益合計 9,900 224,689

特別損失

固定資産処分損 26,214 10,073

投資有価証券評価損 25,882 －

減損損失 － 1,407

その他 5,041 －

特別損失合計 57,138 11,481

税金等調整前四半期純利益 1,147,298 1,248,648

法人税、住民税及び事業税 32,530 176,229

過年度法人税等 32,121 －

法人税等調整額 392,242 475,266

法人税等合計 456,894 651,496

少数株主利益又は少数株主損失（△） 5,790 △14,452

四半期純利益 684,613 611,604
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △341,391 △227,545

減価償却費 824,198 925,626

減損損失 － 3,476

のれん償却額 501,057 502,962

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,014 9,549

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,964 16,510

貸倒引当金の増減額（△は減少） △87,836 △15,912

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,138 19,782

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,707 △17,110

受取利息及び受取配当金 △50,052 △55,335

支払利息 163,064 143,449

固定資産売却損益（△は益） － △97,007

固定資産除却損 16,692 16,244

投資有価証券評価損益（△は益） 31,159 －

移転補償金 － △123,925

売上債権の増減額（△は増加） 961,480 887,009

前受金の増減額（△は減少） △687,630 △524,484

たな卸資産の増減額（△は増加） △47,865 △19,790

前払費用の増減額（△は増加） △140,628 △47,245

仕入債務の増減額（△は減少） △591,276 △356,424

預り金の増減額（△は減少） △1,432,922 △1,339,791

その他 192,486 133,904

小計 △696,083 △166,059

利息及び配当金の受取額 47,090 52,605

利息の支払額 △166,234 △139,503

法人税等の還付額 － 108,477

法人税等の支払額 △589,958 －

移転補償金の受取額 － 123,925

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,405,185 △20,555
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △614,492 △951,540

無形固定資産の取得による支出 △256,835 △239,048

長期前払費用の取得による支出 △55,553 △338,427

投資有価証券の取得による支出 △415,197 △4,150

投資有価証券の売却による収入 10,500 1,743

子会社株式の取得による支出 △417,678 －

短期貸付金の増減額（△は増加） 9,905 94,494

長期貸付けによる支出 △150,000 △150,600

長期貸付金の回収による収入 15,944 32,816

敷金及び保証金の差入による支出 △91,621 △83,128

敷金及び保証金の回収による収入 109,061 82,968

その他 △6,674 △6,805

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,862,642 △1,561,678

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,587,000 1,217,745

長期借入れによる収入 － 700,000

長期借入金の返済による支出 △1,399,113 △1,616,040

社債の償還による支出 △70,000 △70,000

自己株式の取得による支出 △501,342 △146,640

配当金の支払額 △797,640 △772,616

リース債務の返済による支出 △79,777 △67,186

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,260,874 △754,738

現金及び現金同等物に係る換算差額 △200 △14,123

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,528,902 △2,351,094

現金及び現金同等物の期首残高 7,886,556 5,894,884

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,357,654

※1
 3,543,790
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 （1）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、NAGASE BROTHERS INTERNATIONAL PTE.

LTD.は新たに設立したため、連結範囲に含めております。

（2）変更後の連結子会社の数　

　10社

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。

２．棚卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省

略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算

定する方法によっております。

３．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

４．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．その他たな卸資産の内訳

貯蔵品 93,545千円　

仕掛品 4,398千円　

原材料 5,871千円　

教材 44,456千円　

計 148,272千円　

※１．その他たな卸資産の内訳

貯蔵品 91,301千円　

仕掛品 349千円　

原材料 573千円　

教材 40,478千円　

計 132,702千円　

※２．有形固定資産の減価償却累計額 ※２．有形固定資産の減価償却累計額

　 10,720,841千円 　 　10,248,883千円　

※３．都市再開発法に基づく権利交換に伴い、有形固定資

産の取得価額から控除している圧縮記帳額は216,529

千円であります。

　　　内訳は、以下のとおりであります。

土地 79,467　千円

建設仮勘定 137,062　千円

　　　　　　　　　─────

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費 1,760,071千円　

給与手当 760,258千円　

賞与引当金繰入額 81,249千円　

賃借料 100,169千円　

減価償却費 129,622千円　

のれん償却額 502,962千円　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費 1,665,152千円　

給与手当 814,151千円　

賞与引当金繰入額 78,057千円　

賃借料 95,473千円　

減価償却費 133,171千円　

のれん償却額 502,962千円　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費 693,981千円　

給与手当 381,358千円　

賞与引当金繰入額 34,886千円　

賃借料 52,507千円　

減価償却費 65,987千円　

のれん償却額 251,481千円　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費 726,954千円　

給与手当 425,832千円　

賞与引当金繰入額 27,962千円　

賃借料 43,682千円　

減価償却費 67,063千円　

のれん償却額 251,481千円　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

　 千円

現金及び預金勘定 4,493,480

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,135,826

現金及び現金同等物 3,357,654

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

　 千円

現金及び預金勘定 4,679,867

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,136,077

現金及び現金同等物 3,543,790

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末　

普通株式（株） 10,148,409

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式（株） 523,651

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 774,636 80平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年

９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）における教育事業の連

結売上高及び営業利益の金額は、いずれも全セグメントに占める割合が90％超であるため、事業の種類別セグメ

ント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）において、本邦以外の国または地域に

所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。当第２四半期連結会計期間（自平成

21年７月１日　至平成21年９月30日）において、本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が

90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）において、本邦以外の国または地域に

所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。当第２四半期連結累計期間（自平成

21年４月１日　至平成21年９月30日）において、本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が

90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）において、海外売上高がないため該当

事項はありません。当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）において、海外売上

高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）において、海外売上高がないため該当

事項はありません。当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）において、海外売上

高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 776.18円 １株当たり純資産額 893.68円

２．１株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △32.64円 １株当たり四半期純損失金額 △41.58円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失（千円） △322,312 △401,539

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △322,312 △401,539

期中平均株式数（千株） 9,875 9,657

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 69.71円 １株当たり四半期純利益金額 63.47円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 684,613 611,604

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 684,613 611,604

期中平均株式数（千株） 9,820 9,636

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ナガセ(E04824)

四半期報告書

21/24



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月14日

株式会社ナガセ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮下　　怜　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野　信行　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナガセの平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナガセ及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

株式会社ナガセ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野　信行　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野原　徳郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナガセの平

成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナガセ及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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